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民法  出題の意図  

 

問題１  

 相続法の基本概念についての理解を問うものである。一定の相続人のために、法律上、

必ず留保されなければならない遺産の一定割合、というような定義を前提に、基本的事項

として誰が遺留分を受けるのか、遺留分の放棄はどのような場合に認められるかといった

記述を求める。  

 

問題２  

建物賃貸借契約が解除された後に、賃借人によって建物に関する有益費が支出された場

合に、賃借人が有益費償還請求権を被担保債権として建物について留置権を主張できるか

が問題である。民法２９５条２項との関係が問題となり、最判昭和４６年７月１６日民集

２５巻５号７４９頁を踏まえて解答することが求められる。留置権の効果に関する記述も

求められる。  


